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ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
遠
く
海
路
を
経
て
日
本
に
通
じ
て
い

た
、
人
間
の
心
の
歴
史
を
物
語
る
か
け
橋
を
想
わ
せ
る
。

ジ
ェ
ー
ー
フ
ァ
・
コ
ス
タ
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
日
本
語
科
一
二
年
。

三
年
前
、
一
一
一
浦
雄
一
郎
と
の
ス
キ
ー
映
画
に
出
演
す
る
た
め
に
来

日
し
、
そ
れ
が
機
会
で
日
本
語
に
興
味
を
抱
く
。
メ
ル
ボ
ル
ン
の

モ
ナ
ー
シ
ュ
大
学
で
日
本
語
を
専
攻
す
る
一
方
、
一
年
前
に
学
生

結
婚
。
医
者
を
志
す
夫
君
と
共
に
渡
英
し
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
入
る

天
津
で
生
ま
れ
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
パ
ナ
マ
と
各
地
で
育
っ

た
国
際
的
感
覚
が
、
万
博
の
ホ
ス
テ
ス
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る

愛
す
る
夫
を
得
た
メ
ル
ボ
ル
ン
の
次
に
好
き
、
と
い
う
神
戸
の

花
隈
で
医
学
を
勉
強
す
る
た
め
に
来
日
す
る
夫
君
と
四
月
か
ら
新

居
を
持
っ
た
。
街
を
散
策
す
る
彼
女
た
ち
に
会
う
こ
と
で
あ
ろ
う

萱
真
は
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
館
の
前
で
〉
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田 崎真珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館サニータウン
パールギヤラリー・東京都港区赤坂１－３－１７
プラザ店・大阪ホテルプラザ内
銀座店・東京都中央区銀座西6 - 7 - 1 9
バールファーム・溜池電停前（シヨールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店・ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内
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第

深
山
の
ひ
そ
か
な
胎
動
が
、
初
夏
の
室
を
抜
け
て
大
河
に
通
じ
。
－

る
響
き
に
ま
で
拡
が
る
。
音
は
五
線
譜
に
乗
っ
て
無
限
に
飛
ぶ
。

平
吉
毅
州
。
昭
和
調
年
東
京
芸
大
を
牢
え
、
翌
年
第
孤
回
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
作
曲
部
門
で
一
位
。
昨
年
十
月
、
Ｎ
響
の
定
期
演
奏
”
・

会
で
の
「
交
響
変
奏
曲
」
が
、
年
間
の
管
弦
楽
に
与
え
ら
れ
る
最

高
の
賞
で
あ
る
第
肥
回
尾
高
賞
を
う
け
る
。
兵
庫
県
高
校
時
代
に

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
つ
く
り
、
本
格
的
な
作
曲
の
勉
強
に
入
る
。
そ

の
幅
の
広
さ
が
、
日
本
語
を
生
か
し
た
和
製
ポ
ッ
プ
ス
に
も
興
味

を
抱
か
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
故
郷
の
神
戸
に
は
、
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
一

ト
ー
ン
教
室
で
和
声
楽
を
教
え
る
た
め
に
月
に
二
回
帰
っ
て
く
る
。

通
年
ぶ
り
に
諏
訪
山
を
訪
れ
て
腕
白
坊
主
時
代
の
想
い
出
に
浸
る
。

東
京
在
住
。
羽
才
〈
写
真
左
・
諏
訪
山
に
て
右
．
一
一
一
宮
ヤ
マ
ハ
エ
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教
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に
て
〉
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ブ
リ
ッ
ジ
は
〃
カ
ケ
〃
を
し
な
い
と
い

う
き
び
し
い
マ
ナ
ー
が
あ
り
、
高
級
で
上

品
な
遊
び
。

木
曜
日
（
毎
週
）
の
昼
下
り
、
神
戸
国

際
会
館
三
階
に
あ
る
集
会
室
（
Ｅ
室
）
で

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
る
。

神
戸
在
住
外
人
商
社
員
、
会
社
役
員
、

学
生
、
Ｏ
Ｌ
な
ど
時
間
に
ゆ
と
り
の
あ
る
婦

人
層
が
圧
倒
的
で
、
八
台
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
人
家
族
が
な
ご
や
か

に
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

漂
い
、
自
然
に
国
際
的
で
、
上
品
な
社
交

マ
ナ
ー
が
身
に
つ
く
と
会
員
達
は
い
う
。

な
か
で
も
学
生
さ
ん
は
、
会
話
の
勉
強
も

か
ね
て
入
会
し
て
い
る
よ
う
だ
。

遊
び
方
は
、
一
テ
ー
ブ
ル
に
二
人
一
組

で
、
四
人
が
す
わ
る
。
対
面
し
た
二
人
が

〃
カ
ー
ド
〃
の
出
し
方
で
協
力
し
合
っ
て

味
方
の
得
点
を
有
利
に
導
き
、
四
人
が
出

し
た
カ
ー
ド
で
、
一
番
強
い
札
を
出
し
た

者
が
勝
ち
、
最
初
に
切
札
を
決
め
る
事
と
、

相
手
が
ど
ん
な
カ
ー
ド
を
使
う
か
、
推
理

を
は
た
ら
か
せ
て
先
を
読
む
。

現
在
、
会
員
は
五
○
名
で
、
神
戸
唯
一

の
ブ
リ
ッ
ジ
ク
ラ
ブ
。
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真
煎
列
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野
田
喜
見
、
シ
ャ
ル
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川
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ッ
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ノ
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ス
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Ｉ
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ン
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沢
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み
ち
こ
、
オ
ル
ガ
・
モ
ロ
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ハ
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大
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淳
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森
田
剛
彰

野
田
操
、
田
中
英
、
高
畑
千
代
子
、

高
橋
夏
子
、
小
寺
花
乃
、
内
海
君
子
、

高
畑
美
紀
、
森
本
米
子
、
宗
方
峰
子

モ
ー
ス
・
斎
藤
、
エ
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ー
ネ
・
バ
カ
シ
さ

ん
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バ
ラ
が
華
一
麗
な
花
び
ら
を
ひ
ら
く
五
月

ム
ラ
タ
バ
ー
ル
の
神
秘
な
き
ら
め
き
が

あ
な
た
を
よ
り
一
層
美
し
く
す
る
季
節
で
す
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真珠・毛皮と舶来婦人販飾

一Ｊ仏

日本真珠小売店協会加盟店

さんちか＊レディスタウン
ＴＥＬ( 3 9）３８８６

村田真珠株式会社
有限会社村田
神戸市生田区山本通４の９７
ＴＥＬ（0 7 8 ）２３－１２１２
モラゴル／岡田由利くＫｏＦＧ〉

あなたの真珠はパール・マークのお店で ③
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☆世界最高級のエメラルド
この世界に比類のないエメ
ラルドは、西歴紀元9 5 0 年頃
（約千年前) ロシヤで１６，４８
カラットの原石として発見
され、当時のインド・カシ
ミールの手に渡り9 . 6 7 カラ
ットに磨かれ、彼の王冠に
ついていたといわれていま

ﾏの聯んだ宝石の鯛
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神
戸
っ
子
５
月
号
目
次

珠（

訂

a

空

劫

，

Ｑ

〆

鳶蓋違議舜輯＝－－．＝_ ＝_ _ ‐

モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
ノ
夫

０
ミ
ニ
ル
ポ
ノ
‐
水
谷
題

ベ
ラ
船
の
旅
か
ら
／
第
二

とら

Ｆ竜

表
紙
ノ
小
磯
良
平

２
の
①
ｇ
ａ
ｏ
Ｏ
く
①
『
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
／
撮
影
・
川
上
進
米
田
定
蔵

１
ジ
エ
ニ
フ
ァ
ー
・
コ
ス
タ
２
平
吉
毅
州

７
あ
る
集
い
／
神
戸
ブ
リ
ッ
ジ
ク
ー
ズ
フ

８
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
ノ
春
に
駆
け
る
国
際
交
歓
サ
ソ
カ
１

個
わ
た
し
の
意
見
／
李
珠
栄

旧
れ
ん
さ
い
随
想
咽
須
磨
哀
愁
」
林
田
重
五
郎

旧
随
想
六
甲
山
上
で
ほ
と
と
ぎ
す
を
き
く
」
＋
河
厳

銅
神
戸
っ
子
対
談
／
宮
崎
辰
雄
★
田
中
健
一
郎

”
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

路
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ノ
諸
岡
博
熊

訓
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
ノ
未
来
編
街
１
／
水
谷
頴
介

亜
神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
ノ
未
来
編
街
２
ノ
水
谷
頴
介

記
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ミ
ニ
ル
ポ
ノ
水
谷
頴
介
★
赤
尾
兜
子
★
竹
田
洋
太
郎
★
諸
岡
博
熊

輔
キ
ャ
ン
ベ
ラ
船
の
旅
か
ら
／
第
二
回
神
戸
っ
子
ク
ル
ー
ズ

帽
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
ノ
森
田
剛
彰

別
神
戸
遊
戯
誌
皿
相
撲
２
青
木
重
雄

配
シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ノ
わ
た
し
の
ペ
ッ
ト
５
岡
田
淳

弘
動
物
園
飼
育
日
記
相
亀
井
一
成

記
お
し
や
れ
た
い
む
／
も
て
る
お
し
ゃ
れ

帥
詩
の
あ
る
ア
ン
グ
ル
ノ
神
戸
の
ふ
る
さ
と
・
野
口
武
彦

鯛
★
中
西
勝
・
咲
子
夫
妻
に
き
く
／
陳
舜
臣

モ
ー
レ
ッ
に
描
い
た
・
見
た
。
聞
い
た

船
元
町
タ
ウ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〆
５
月
〉

帥
恋
愛
入
門
恋
は
犯
罪
の
臭
い
が
す
る
」
／
細
川
董
・
え
納
建

舵
ｏ
乏
、
三
シ
卵
パ
レ
ー
ド
と
カ
ー
ニ
バ
ル
と
映
画
と
…
…
／
淀
川
長
治

シ
ョ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
帽
文
と
え
／
向
井
修
二

Ⅳ
神
戸
の
集
い
か
ら

９Ｗ
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

叫
連
載
小
説
第
一
回
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
一
小
山
牧
子

慨
連
載
小
説
第
四
回
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
』
武
田
繁
太
郎

躯
海
・
船
・
港
胴
船
客
万
来
ノ
．

記
神
戸
カ
メ
ラ
散
策
〆
５
月
》
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
ノ
カ
ッ
ト
・
岡
田
淳

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

李

瓜
〃
．
ｑ
、
刺
』
『
‐
斜
０
Ｊ
ヴ

ャ
ー
ナ
ル
，
／
諸
岡
博
熊

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
ノ
ｆ

モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
，
ノ

見
1２子

夫
妻

い
土
坐
。

井
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☆
わ
た
し
の
意
見

、
在
日
大
韓
婦
人
会
兵
庫
県
本
部
総
務
部
長
／

／
的
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
最
優
秀
賞
受
賞
、

李
珠
栄

☆
踊
り
の
な
か
か
ら
祖
国
へ
の
愛
情
が
生
ま
れ
る

桜
を
韓
国
語
で
は
〃
友
の
花
″
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ム
ク
ゲ
の

根
を
抜
い
て
ま
で
桜
を
植
え
た
韓
国
の
地
を
踏
ん
で
も
、
私
は
日

本
へ
の
懐
し
さ
で
胸
が
い
つ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
韓
国
が
祖
国
で

は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
を
第
二
の
故
郷
と
思
う
人
た
ち
、
そ
れ
が

兵
庫
県
下
六
万
人
の
在
日
韓
国
人
な
の
で
す
。

東
京
で
祖
国
の
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
あ
れ
ば
、
飛
行
機
で
で
も

応
援
に
か
け
つ
け
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
異
郷
神
戸
で
の
カ
ー
ニ

バ
ル
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
回
の
カ
ー
ニ
バ
ル

に
は
、
韓
国
の
代
表
的
な
踊
り
の
〃
農
楽
″
を
、
第
二
回
に
は
色

彩
華
や
か
な
〃
宮
中
の
舞
〃
を
、
昨
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
宮
中

の
舞
の
一
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
〃
扇
の
舞
″
を
六
十
名
の
女

性
で
踊
り
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
で
生
ま
れ
、
日

本
で
育
っ
て
祖
国
を
知
ら
な
い
青
少
年
た
ち
も
、
学
校
を
休
み
、

試
験
を
忘
れ
、
職
場
を
放
棄
し
て
ま
で
参
加
す
る
こ
の
神
戸
カ
ー

ニ
バ
ル
を
通
じ
て
、
ま
だ
見
ぬ
祖
国
へ
の
愛
情
と
民
族
意
識
の
昂

ま
り
が
み
ら
れ
ま
す
。
神
戸
市
内
の
婦
人
会
十
四
支
部
、
一
万
五

千
人
の
母
親
の
子
を
想
い
祖
国
を
慕
う
気
持
が
、
神
戸
カ
ー
ニ
バ

ル
で
の
国
際
親
善
と
な
っ
た
の
で
す
。

☆
今
年
も
頑
張
る
〃
ス
ー
グ
ン
チ
ュ
ン
〃
の
踊
り

今
年
の
カ
ー
ー
ー
パ
ル
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
薄
い
布
を
ひ
る
が

え
す
〃
ス
ー
グ
ン
チ
ュ
ン
〃
の
踊
り
が
、
皆
さ
ん
の
眼
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
百
人
ほ
ど
の
女
性
の
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ

の
踊
り
は
、
若
く
し
て
未
亡
人
に
な
っ
た
悲
し
み
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
韓
国
語
も
わ
か
ら
な
い
子
供
た
ち
を
集
め
て
の
練
習
で

い
ろ
い
ろ
と
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
韓
国
の
踊
り
に
は
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル

に
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

韓
国
で
は
先
祖
の
祭
り
は
盛
大
に
し
ま
す
が
、
日
本
の
よ
う
な

祭
り
は
少
な
く
、
ま
し
て
神
戸
カ
ー
ー
ー
バ
ル
と
い
う
国
際
的
な
祭

り
は
神
戸
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
も
東
京
、
地
方
の
同

胞
に
招
待
状
を
出
し
て
本
当
の
国
際
親
善
の
祭
り
で
あ
る
神
戸
カ

ー
ー
ー
バ
ル
を
見
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
万
国
博
と
神
戸
カ
ー
ニ

バ
ル
で
の
人
の
輪
か
ら
正
し
い
韓
国
を
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
す

国
際
親
善
の
輪

神
戸
カ
ー
ー
ー
バ
ル
は

、
望
Ｕ

イ
ー
Ｉ
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なたに

いしさをはこびます

あなたの優雅ないこいの
ひとときに、贈物などに
ぜひどうぞ､ ノ
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礎

林
田
重
五
郎

須
一
膳
哀
愁

■
｜
れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
Ⅲ

蕊!;蕊蕊Ｉ

八
随
筆
家
・
写
真
も
Ｖ

そ
の
夜
、
須
磨
の
海
辺
は
月
が
な
か
っ
た
。
友
人
と
酔

い
に
乗
じ
て
、
上
筒
井
の
カ
フ
ェ
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
走
ら

せ
て
や
っ
と
来
た
の
で
あ
る
。
同
行
の
女
給
さ
ん
が
二
人

で
あ
っ
た
か
、
三
人
で
あ
っ
た
か
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

あ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
、
以
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
以
外
で
も
ダ
ン
ス
は
厳
禁
で
あ
る
。
カ
フ

ェ
で
女
給
と
踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
警
官
に
見
つ
け
ら
れ

よ
う
も
の
な
ら
、
軽
犯
罪
ど
こ
ろ
か
、
店
も
女
給
も
営
業

停
止
に
な
り
か
ね
ま
じ
き
時
世
で
あ
る
。
こ
の
取
締
り
に

日
ご
ろ
か
ら
ム
カ
ム
カ
し
て
い
た
の
が
、
意
識
下
か
ら
行

動
に
現
わ
れ
た
。

暗
夜
を
幸
い
に
、
砂
浜
を
フ
ロ
ア
に
見
た
て
て
、
口
三

味
線
、
い
や
口
バ
ン
ド
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
始
め
た
の
で
あ

る
。
友
人
と
二
組
、
い
い
調
子
…
…
三
分
・
…
：
五
分
…
…

突
然
、
ま
わ
り
か
ら
真
っ
黒
な
怪
物
が
数
体
、
包
囲
体
形

で
さ
っ
と
近
寄
っ
て
肩
や
腕
を
、
む
ん
ず
と
み
ん
な
が
押

え
ら
れ
た
。
何
を
し
て
い
る
ん
だ
、
早
ま
っ
て
は
イ
カ
ン

ぞ
、
な
ど
の
声
も
乱
れ
と
ぶ
。
私
服
の
お
ま
わ
り
さ
ん
た

ち
で
あ
っ
た
。
自
殺
防
止
の
た
め
、
御
苦
労
に
も
偵
察
を

続
け
て
い
る
と
き
、
海
浜
の
怪
し
き
男
女
の
影
、
て
っ
き

り
心
中
と
思
っ
て
取
り
押
さ
え
た
の
で
あ
る
。
幸
い
仕
事

の
関
係
で
、
顔
見
知
り
の
防
犯
の
刑
事
も
交
っ
て
い
た
の

で
、
笑
い
話
で
済
ん
だ
が
、
と
び
上
っ
た
心
臓
が
、
も
と

に
納
ま
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。
三
十
六
、
七
年
昔
の

実
話
で
あ
る
。

あ
の
こ
ろ
は
、
そ
れ
ほ
ど
、
須
磨
は
自
殺
の
名
所
だ
っ

た
。
鉄
路
の
側
に
は
、
ち
ょ
っ
と
待
て
と
書
い
た
白
い
立

札
が
あ
ち
こ
ち
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
神
戸
の
事
件
記
者

は
、
夜
は
市
内
を
東
西
に
二
分
し
て
、
西
ま
わ
り
は
須
磨

署
か
ら
林
田
署
ｌ
い
ま
の
長
田
署
：
…
と
夜
勤
し
た
も

の
だ
が
、
夜
十
二
時
前
に
は
必
ず
も
う
一
度
須
磨
署
へ
電

話
を
し
て
自
殺
の
有
無
を
確
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
週
に

１
１５
１

鐸:群鐙:蕊１蕊識群÷

弾

春の須磨、海の香が人なつっこい
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託猛裁

一
、
二
度
は
悲
報
が
待
っ
て
い
た
。

昨
今
の
須
磨
は
自
殺
も
少
く
な
っ
た
よ
う
で
、
あ
ま
り

新
聞
紙
面
に
も
見
か
け
な
い
。
戦
前
に
比
べ
て
な
に
よ
り

あ
る
。西

紀
八
八
六
年
須
磨
寺
建
立
、
翌
年
中
納
言
在
原
行
平

議鱗

つ
。

◇

須
磨
は
歴
史
が
地
層
を
作
っ
て
い
る
と
書
い
た
こ
と
が

韓蕊蝉認

も
嬉
し
い
変
化
だ
と
思

寺
の
堂
守
に
な
る
。

源
氏
物
語
の
な
か
で
の
須
磨
、
明
石
は
い
う
ま
で
も
な

く
代
表
的
な
部
分
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
跡
を
た
ず
ね

歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

須
磨
寺
で
老
僧
に
現
光
寺
へ
ま
ず
行
き
な
さ
い
と
教
え

ら
れ
た
。
現
光
寺
ｌ
平
安
末
期
ま
で
は
源
光
寺
、
通
称
源

氏
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
平
家
の
世
に
な
っ
て
、
こ
れ
で

は
、
は
ば
か
る
と
あ
っ
て
今
の
名
に
改
名
し
た
と
の
説
が

伝
わ
っ
て
い
る
。

山
陽
の
須
磨
駅
か
ら
東
へ
百
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
、
左
折

し
、
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
右
側
の
台
地
の
上
に
あ

る
。
な
か
な
か
ゆ
か
し
い
寺
で
あ
る
。
シ
イ
の
大
木
四
本

芭
蕉
も
こ
こ
に
あ
っ
た
風
月
庵
に
宿
り
、
境
内
に
三
段
初

り
と
呼
ば
れ
て
有
名
な

見
渡
せ
ば
な
が
む
れ
ば

見
れ
ば
須
磨
の
秋

の
句
碑
が
あ
る
。
宝
物
記
の
リ
ス
ト
が
残
っ
て
い
る
が

行
事
に
使
っ
た
菓
子
盆
と
か
塩
焼
き
ツ
ボ
の
名
が
見
え

る
。
源
氏
物
語
が
有
名
に
な
り
、
須
磨
の
光
源
氏
の
モ
デ

ル
は
行
平
と
考
え
ら
れ
、
行
平
が
流
さ
れ
て
い
た
住
居
の

あ
と
に
源
氏
寺
が
建
つ
、
小
説
と
史
実
が
重
な
っ
た
と
の

推
理
が
成
り
立
つ
の
が
面
白
い
。

行
平
と
親
し
く
な
っ
た
二
人
娘
が
、
行
平
が
京
へ
帰
っ

た
あ
と
観
世
音
を
祭
っ
た
離
宮
道
の
松
風
村
雨
堂
、
あ
の

伝
説
も
、
中
年
の
男
と
若
い
娘
た
ち
の
話
と
考
え
る
と
、

１
１６
１

Ｉ鍵鍵鍵議鱗鍵蕊
昔からある国道の陸橋、この下でマンホール殺人事件がおこった

須
磨
へ
流
さ
れ
る
、
九
九
六
年
藤
原
伊
周
（
こ
れ
ち
か
）

播
磨
へ
流
罪
、
一
○
○
一
年
紫
式
部
源
氏
物
語
を
書
き
始

め
る
。
二
八
四
年
一
の
谷
の
合
戦
、
下
っ
て
一
六
○
二

年
豊
臣
秀
頼
須
磨
寺
の
い
ま
の
本
堂
を
再
建
、
一
六
八
八

年
芭
蕉
の
須
磨
明
石
の
旅
、
一
八
九
五
年
子
規
が
須
磨
で

療
養
、
一
九
二
四
年
俳
人
尾
崎
放
哉
（
ほ
う
さ
い
）
須
磨
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今
日
的
で
昔
の
話
と
も
思
え
ぬ
新
鮮
さ
が
あ
る
。

源
平
合
戦
の
な
か
の
青
葉
の
笛
ｌ
須
磨
寺
の
新
し
い

宝
物
殿
に
飾
ら
れ
て
い
る
が
、

一
の
谷
の
戦
さ
や
ぶ
れ
…
…

と
笛
を
な
が
め
な
が
ら
、
口
ず
さ
む
の
も
、
須
磨
散
歩

の
一
方
法
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ケ
バ
ケ
バ
し
い
宝

物
殿
が
出
来
て
ｌ
葱
ど
と
嘆
く
前
に
．

◇

池
の
サ
ク
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
た
が
、
こ
れ
か
ら
よ

い
の
は
須
磨
浦
公
園
を
高
見
ま
で
登
っ
て
、
松
を
通
し
て

須
磨
浦
を
見
下
す
風
景
で
あ
る
。
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
、
あ
ま
り
に
も
人
が
多
く
、
味
わ
い
ど
こ
ろ
で
は
な

い
が
、
晩
春
の
須
磨
海
岸
は
、
一
年
を
通
じ
て
も
、
最
も

親
し
み
や
す
い
香
り
が
す
る
。
海
と
山
と
が
、
こ
ん
な
に

せ
ま
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
景
色
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

大
都
会
の
な
か
で
は
、
ほ
か
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

◇

昔
話
を
も
う
一
つ
ｌ
天
神
さ
ん
の
南
の
国
道
の
陸
橋

あ
の
下
の
マ
ン
ホ
ー
ル
で
男
の
惨
殺
死
体
が
防
水
布
に
く

る
ま
れ
て
発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
九
年
五
月
二
十
三
日
だ

っ
た
。
男
は
あ
ん
ま
業
で
、
弟
子
が
免
許
状
ほ
し
さ
の
天

一
坊
事
件
を
起
こ
し
た
も
の
と
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
犯
人

の
妻
で
、
（
西
新
開
地
の
バ
ー
の
女
給
を
し
て
い
た
女
の
写

真
を
、
苦
労
し
て
探
し
あ
て
た
と
き
は
驚
い
た
。
ま
れ
な

美
人
で
あ
っ
た
。
も
う
三
十
六
年
も
昔
、
い
ま
で
は
六
十

歳
を
越
え
て
い
よ
う
が
、
あ
の
後
の
彼
女
は
ど
ん
な
人
生

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
…
…
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
天
神
さ
ん
の
な
か
へ
、
は
い
っ
て
み
る
と
、
ガ
レ
ー

ジ
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
も
戦
前
で
は
考
え
ら

れ
ぬ
須
磨
風
景
で
あ
る
。

天神さんの境内にはガレージができていた 須磨の海、釣り人たちものどかである

１
１７
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




